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燃料デブリ取出しに関わる安全基盤構築に向け、候補工法による燃料デブリ切削時のダスト飛散率データ（切
削欠損、飛散率、ダスト粒径分布）の整備を進めており、ここでは 2021-2022 年度の全体計画を報告する。 
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1. 緒言 

燃料デブリ取出しでは、図 1 のような切削ダストの発生・移行を

考慮した安全評価が必要であるが、飛散率等の実験データは非常に

限定的で、解析手法の整備も十分とは言えない。そこで、一般炉の

廃止措置のため、コンクリートや鉄鋼材を機械的／熱的に切削した

際のダスト飛散率を取得して廃炉ハンドブック[1]に取りまとめた経

験を基に、電中研は東電 HD と共同し、実用性のある系統的なダスト

飛散率データ整備を目標とした研究を開始した。2021-2022 年度は、

基盤となる乾式条件でのダスト飛散率データ整備を行う。 

2. 研究計画と実施体制 

図 2 に示すように、本研究では、実用上どういうデータが必要か

を明確にしつつ[項目 1]、コールド模擬材とウラン含有模擬デブリ

の試験を組み合わせて飛散率デー

タ（切削欠損、飛散率、ダスト粒径

分布等のセット）を整備し[項目

2,3]、ダスト性状に対応した解析手

法を開発する[項目 4]。データ整備

には各工法の知見と膨大な試験数

が必須のため、日立 GE、東芝 ESS、

三菱重工業(MHI)、IHI と試験を分担

し、全体で議論しつつ進めている。 

3. 主な進捗と今後の計画 

信頼性ある飛散率データ測定に

は実機に外挿できる共通条件での

全試験実施が鍵のため、試作を繰り

返して統一設計を確立し、各機関で

の試験に着手している。また、実燃

料デブリにより近い模擬材でのデータ取得の重要性が明らかとなったため、kg 規模ウラン含有模擬燃料デブ

リ製造に実績のある仏 ONET への試験委託を 2021 年度末より実施する計画変更を行った（図 2[3-3]参照）。 
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図 1 切削ダストの発生・移行経路案 

図 2 研究全体の構成と試験実施機関 
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